
様式第６号（第１７条関係）

開　会

閉　会

会　議　録

会議の名称 令和６年度　第２回　庄和市民センター正風館　地域づくり推進会議

午後２時００分

午後４時００分

開 催 場 所 庄和総合支所　３階会議室

議長(会長等)氏名 会長　松 原　　睦

(出席人数： １３ 人)

松原睦、森田伝、尼子公俊、嶋村清、木村亞人、新井勝、小野誠、工藤キミエ、

内山厚一、鈴木さくら、磯村幸一郎、佐藤未来、前島潤

(出席人数：　３　人)

飯口 市民生活部長、矢野 市民生活部参事、川辺 庄和市民センター長

次第

１　開会

２　あいさつ

３　前回会議での課題について

 （１）マイナンバーカードと健康保険証の紐づけ件数について

 （２）地区センターの４つの機能のより具体的な内容について

４　協議事項

 （１）本日の会議の進め方（案）について

 （２）第１回会議等で出された意見の集約について（意見交換）

５　その他

６　閉会

□  要綱第３条第１号該当：

□  要綱第３条第２号該当：

□  要綱第３条第３号該当：

□  要綱第３条第４号該当：

資料１　庄和地区の「魅力」と「課題」について

資料２　意見集約シート

資料　　次第

資料　　名簿

資料　　座席表

□　録音テープ等を使用した全文記録

☑　録音テープ等を使用した要点記録

□　要点記録

会議録の署名は会長が行うものとする。ただし、会長が不在その他の理由

によりやむを得ないと認められる場合は、副会長又は事前に会長から指名さ

れた委員が署名を代行できるものとする。

発　言　者 発言内容　・　決定事項

市民センター長 資料の確認。会議をすべて公開する旨の報告。傍聴定員の報告。傍聴希望者

有りの報告。

市民センター長 １　開会

本日の出席は過半数に達しているため、会議は成立する旨の報告。

会長 ２　あいさつ

市民センター長 ３　前回会議での課題について

（１）マイナンバーカードと健康保険証の紐づけ件数について

（２）地区センターの４つの機能のより具体的な内容について

※ 市民センター長説明

市民センター長 ４　協議事項

（１）本日の会議の進め方（案）について

（２）第１回会議等で出された意見の集約について（意見交換）

※ 資料に基づき、市民センター長説明

■ 意見集約シートについて ■

１　庄和地区の「魅力」とは何ですか。

・のどかな風景が残り、図書館、公園、体育館等、住環境と人柄が魅力的。

・大凧あげ祭り、大凧マラソン大会など魅力あるイベントがある。

２　庄和地区が以前と比べて、よくなったと思うことは何ですか。
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・国道や南桜井駅までの道が整備され、生活しやすくなった。

・道の駅「庄和」、首都圏外郭放水路、大凧文化交流センター「ハルカイト」、

　神明貝塚などの観光資源が多い。

３　庄和地区の「課題」は何だと思いますか。

・南桜井駅周辺以外の場所はほとんど整備されていない。

・少子、高齢化が進み、庄和地域の公共交通手段が課題。

４　地域コミュニティ（自治会含む。）を活性化するためには何が必要だと

　思いますか。

・世代間の交流を図るため、様々なイベントを実施する。

・自治会への関心が低いため、活動内容のＰＲや情報発信をしていく。

５　今後、庄和地区をよりよい地域にしていくためには何が必要だと思いますか。

・若い世代が参加しやすいような行事、イベントを開催し、若者が住みたくなる

　環境づくり。

・高齢者が安心安全に暮らせる生活環境の整備

６ （回答５関連）そのために自分たち（地域）でできる取組みがあれば教えて

　ください。

・自治会でできることには限界があるが、目標・到達点を決め、自治会が活性化

　するような行動をする。

・ＳＮＳを有効活用しながら、若者が興味を持つイベントを工夫する。

７　その他（市民センターのあり方等）お気付きの点等がございましたら、自由に

　ご記入ください。

・市民センターについては、北部地域、南部地域での展開も必要ではないか。

会長 ５　その他

以上で、予め用意した議事はすべて終了。

市民センター長 ６　閉会

以上で、令和６年度　第２回　庄和市民センター正風館　地域づくり推進会議を

閉会。

　議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。

　　　　　 令和６年１０月２７日

署名者の職 ・ 氏名 会　長　・　松　原　　睦


